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黛   敏  郎  

 

 古代インドでは，秘法を修める際に魔衆の侵入を防ぐため円形を画し

た。これを曼茶羅という。 

密教用語としての曼茶羅には種々の意があるが，本来的には，諸尊が普

門の大日如来を輪をなして取り巻き，大日をたすけて衆生を普門に赴か

せる意味をいう。 

中国及び日本では，紙帛に諸尊を図出した曼茶羅絵図のことを，一般に

曼荼羅と呼んでいる。 

曼荼羅では，金剛界を図出した金剛界曼荼羅と，胎蔵界を図出した胎蔵

界曼茶羅の二種が代表的なものとされ，この二つを両部曼荼羅という。

金剛とは，悟りの智慧の体は堅固で壊れることなく，しかもその働きは

ものをよく摧き破るとの意があって，金剛界曼荼羅は大日の智法身をあ

らわすものとされ，一方，胎蔵界曼荼羅は，大日の理法身を象徴して，

衆生の本来有する因徳が，開いてそのまま果徳の蓮華と等しく，即ち菩

提心の仏種を大悲万行の母胎によって育てて仏果に至らしめることを意

味している。 

智といい理というは，仏教の二大側面を象徴する思想であって，故に，

両部曼茶羅は仏教に謂うところの菩提の境地，またその境地に具備する

功徳を図出したものと約言することが出来よう。 

 

 私は，いわばこの仏教の根本思想を，かつての画家たちが紙帛に描い

た様に，音楽作品として描き出すことを意図した。 

対象が思想という抽象的なものであるために，この音楽にあっては，一

切の具体的な素材― 例えば経文など―を用いずに，専ら，純粋な音

響の集合体の構築によって，所期の意図を達成することを私は計画した。

そのためには，多年，私の研究の対象である梵鐘のひびきが，ここでま

た大きな役割を果たすことになった。私の考えるところでは，梵鐘の  

ひびきこそ，一切の具体的要素を越えた仏教思想の象徴であり，禅に謂

う不立文字そのものと解されるからである。 
ふ  りう もん じ  
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「涅槃交響曲」の作曲中，梵鐘の部分音構成を研究しているうちに，

私は非常に興味深い発見をした。数十種類の古今東西にわたる梵鐘の部

分音の平均値を取ってみたところ，第一図の様な結果を生んだのである。 

    

 即ち，いくつかの梵鐘を音響分析して，仮りにそれらを或る一つの同

一の基音（この場合 do ♮ ）上に，現われて来る部分音の頻度の順に並べ

てみると，第一図の様になるのである（この場合，部分音が第何次部分

音であるかは問題でなく，専ら，同一基音上の同一部分音を対象とす

る ）。 一見して明らかな様に，最も頻度の多い， sol♯ から五番目の

la♯ に至る五箇の音は陽旋法を形成し，次の六番目から十番目迄の五音

は，前者と半音違いの陽旋法を形成している。我が国最古といわれる京

都妙心寺の黄鐘調の鐘以来，わが鐘造り師たちが無意識のうちに探求し，

また民衆が感覚的理由から最も愛着を感じた良
．
い鐘のひびきには，二組

の陽旋法に整理し得る順序の部分音が含まれていたわけなのだ。この事

実は，わが大和民族の音響的審美感がいかなるものであるかを如実に物

語る例証の一つといえよう。 

 私は，この発見を貴重なものと考え，それを今度の作品の中に最初に

応用してみた。即ち，第一図に示された部分音の音列はそのまま，今度

の作品の第二部「胎蔵界曼荼羅」 (mand．．ala garbha-dhātu) の基礎音列とし

て使われている。第二部の冒頭に奏される合音は第二図の様な配置を取

ったこの音列の垂直的提示である。 
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 第一部「金剛界曼荼羅」 (mand．．ala vajra-dhātu) においては，第一図の部

分音列に，部分音の次数を勘案して作った第三図の様な基礎音列が用い

られ，第二部とは対照的に，音響設計も点描的―といっても音塊を単

位とした点描だが―であり，殊に，冒頭の部分はテンポを非常に自由

に扱って，意識的に拍の単位を不均等ならしめる演奏を要求している。 

     

 この作品の楽器編成は，いろいろな事情から二管編成ということにな

り，弦楽器群は二つに等分して，舞台の両側に並置することにした。右

と左の弦楽器群の間を，音が交錯する方向感を伴った立体的効果も多少

考えられてはいるが，それがこの作品の目的ではなく，むしろ私は二元

的な意味を，この等分された弦楽器群に託したつもりである。なお，打

楽器として使用したシナのシンバルは，田辺秀雄氏のご好意により拝借

させていただいた。 

 

 「涅槃交響曲」以来，私は，東洋的あるいは日本的音響審美感に根ざ

した音楽の方向に探究をつづけているが，その方法にも勿論いろいろあ

る。今度の作品では，具体的な音響素材に頼らず，専ら抽象的な方法を

もって創作してみたわけであり，「涅槃交響曲」に暗示されていた一つ

の側面だけを追求してみた結果となったが，勿論，まだこれで充分とは

決して考えていない。この方法を更に深く，また一方，具体的な素材を

活用する方法も勿論併用して，私の考えを実際の創作の上で実現して行

きたいと思っている。 

 

昭和 35年 3 月 10日 

 

（以上、1960（昭和 35）年 3月 27 日「第 4 回 三人の会」プログラムより転記）  

（明らかな誤植は修正しています。「最も頻度の多い。」⇒「最も頻度の多い，」）  


